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今年も、よろしくお願いいたします。
年明けから、能登半島地震により、多くの方が犠牲になられ、今もなお不自由な生活を送

られておられます。亡くられました方のご冥福をお祈りするとともに、心より、お見舞い申

し上げます。

日常を送れることに感謝し、皆様の活動に寄与できるよう、努めてまいります。

今年も、よろしくお願いいたします。

ぷらっとカフェ

実践報告会＆記念講演

新規登録団体・・・・大阪傾聴塾、いきしぶり・不登校・こどもを信じる親の会 フィーカ、在宅介護を支援す

るプロジェクト、

DIEGO EIGO（ディエゴ エイゴ）

ひとりぼっちのいないまちをつくる

～居場所の包括連携によるモデル地域づくり実戦報告会～

日時 2024年３月２３日（土）１４：００～１６：

３０

場所 高槻市高槻城公園芸術文化劇場

太陽ファルマテックホール

内容 第１部

居場所の包括連携によるモデル地域づくり実践報告

第２部

特別記念講演

「助けてと言えるまち・ひとりにしないという支援」

講師：奥田知志さん(NPO法人抱樸（ほうぼく）理事

長）

対象 市民・関心のある方(無料） ※オンライン参加もできま

す。

共催 一般社団法人タウンスペースWAKWAK

高槻市市民公益活動サポートセンター

協力 ジャトー株式会社（JATO）

後援 高槻市

日時 2024年３月３０日（土）１０：００～１２：００

場所 高槻市高槻城公園芸術文化劇場 中スタジオ２

対象 地域活動やボランティアに関心のある方

参加 無料

申込 社会福祉法人 高槻市社会福祉協議会

電話（０７２）６７４－７４９７（月から金 9時～17時まで）

いずれも、お問合せは、サポートセンター☎ 668-1781まで



2022年5月スタートの無料食堂です

毎週月曜日 16時〜18時半
場所 西法寺（高槻市東天川2-24-2）
予約制 先着約30名

えん食堂が始まって3ヶ月後、新型コロナ
流行により緊急事態宣言が出され、お弁
当配布に切り替えました。そのため、2時
間半みっちりと子どもたちと遊ぶことに…。
とにかく元気が有り余っている子どもた
ちは、お寺内だけでは収まらず、近くの
公園まで連れ出すことも多々ありました。
昨年5月には、9ヶ月ぶりにようやくお寺
での食事が再開できました。参加者8人で
始まった食堂ですが、1年で30人ほどに増
えたため、賑やかな再スタートとなりま
した。

配膳や食事前後の挨拶は、毎回くじ引きで
当番を決めていますが、ここで気をつけて
いるのは強制をしないことです。くじで当
番を引いても、やりたくなければ、他の子
に交渉していいことにしています。
食堂は、学校や習い事とは違うので、何に
おいてもできるだけ“強制“はしないよう
気をつけています。
大人からすると、積極的だったり、従順
だったりする子は扱いやすくて好まれる傾
向にありますが、「やりたくない」など
NOを伝えられることも大切な力です。
だから、食堂だけど「食べたくない」もア
リ。お残しもOKです。

えん食堂つむぎ

名前の由来…

「えん食堂」というのは、歴史学者の藤原辰史さんのご著書『縁食論』(ミシマ社)からいただきま
した。「子ども食堂をやってみたいな」と考えていたときに出会ったのがこちらの本。
"無料の食事"についての言及がなされていて、「わたしの理想とする食堂はこれだ…！」と感銘を
受けました。
わたしは実家も近くて、よくごはんをご馳走になったり、お惣菜を貰ったりしています。そこにお
金は払っていません。ただ、このようなファミリーサポートを受けづらい人も多くいます。
そういう人たちだって(もちろんファミリーサポートを受けられる人たちも)、「週に1食ぐらい、血
縁関係なく誰かの作ったごはんを、無料で食べたっていいんじゃない？」といった気持ちで運営し
ています。
食に限らず、気軽に誰かの手を借りるというのが、もっと浸透してもいいと思うのです。
無料の食堂や居場所が、まちに増えたらいいなと思います。

代表 保田知奈美
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活動の詳細は、ホームページをご覧ください。
URL:https://entsumugi.wixsite.com/tsumugi

お料理が得意なボランティアさん募集中です！
ご関心のある方は下記メールアドレス宛にご連絡ください。
tsumugi.enshoku@gmail.com

https://entsumugi.wixsite.com/tsumugi
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●日時 2024年3月5日(火）
18：00～（17：30開場）

●会場 摂津響Saal
市バス「上の口」下車
  徒歩１分※有料駐車場あり

●入場料  一般 1,500円 学生 500円

●申込/    摂津響Saal
問合せ  高槻市原104-95

TEL 080-3031-4311
mail settsukyosaal@gmail.com

3/5 (火)

3/24(日)
かげえ劇

第9回 桂吉弥落語会

●日時  2024年3月23日(土）14：00～（開場13：30）
●場所  高槻市生涯学習センター1F展示室
●定員  200人 ※未就学児不可
●入場料  大人前売り2,500円、 当日2,800円

  子ども(小学生以上高校生未満）1,000円
●申込/  NPO法人三島子ども文化ステーション
    問合せ  高槻市清福寺町13-6

TEL /FAX  072－685-2224
（平日10:00～17:00）         

   mail mishimakodomo@sunny.ocn.ne.jp

3/23(土)
 

人と本とペンギンと
ー濃ゆいペンギンの話ー

●日時   2024年3月24日(日）
14：00～（開場13：30）

●場所 クロスパル高槻 702会議室
●講師   上田一生さん

国際自然保護連合ペンギン・
スペシャリスト・グループメンバー
ペンギン会議研究員

●対象 小学生以下のお子さんとその保護者の方
●定員 80名
●入場料 無料
●申込/ 高槻文庫連絡会
    問合せ    090-3490-0403（森）

※不在時はショートメールにメッセージを  

〒569-1123 大阪府高槻市芥川町1丁目7

大人の劇場

恒例となった人気公演！
磨きのかかった話芸をたっぷりと
お楽しみください。

ソフィ・アッカーマン来日共演

室内楽 ガラ・コンサート

      第8回2024年4月開講

新・里山講座
汗をかかない未来なんてかっこよくない！

里山という生活と深く関わりのある場所で、自然を守
るための正しい知識と技術を学びませんか？
お茶摘み、竹炭づくり、樹木など楽しいイベントもあ
ります。座学は原則オンラインで実施、実習場所は大
阪の里山（豊能町、吹田市、池田市、太子町、富田林
市）。少し体力が必要な山歩きや道具を使った作業も
ありますが、安心・安全を第一に楽しく活動します

●日程 2024年4月7日(日)(開校式)
～12月8日(日) 全15回

●定員 20名（先着順）
●受講料 一般20,000円 学生15,000円

（交通費は各自負担）
●申込方法 氏名・住所・連絡先をご記入の上、

FAX・mail・ハガキいずれかで左記
あてに申込み

摂津響Saal10周年記念コンサート2024

●演奏 ソフィ・アッカーマン
（ヴァイオリン）

桑野彩子（ピアノ） 中部真美（ソプラノ）
塚本梨月（ピアノ） 宇野響（ホルン）
松本浩美（ピアノ） 増馬優子（ピアノ）

3/8 (金)
多様な人の”参加”を支援する

インクルーシブボランティア
コーディネーター研修

コミュニケーションや人との関係作りが苦手な（傾
向にある）人のボランティア活動を支援する中で、
悩みをもったコーディネーターの方を対象に、ボラ
ンティアコーディネーションの基礎を確認すると共
に、精神保健やメンタルヘルスの専門家より、活動
をサポートする時に知っておきたい特性の捉え方や
関わり方のポイントを学びます。

●日時 2024年3月8日(金）13：30～16：30
●場所 市民活動スクエア「CANVAS谷町」

（大阪市中央区谷町2丁目2-20-2階）
●対象 地域の居場所づくり(サロン、子ども食堂)

を運営している地域活動メンバーや地域の
ボランティアグループのリーダー、ボラン
ティア受け入れを行っている福祉施設、
NPOのスタッフ （定員20名）

●参加費 無料
●申込/   社会福祉法人 大阪ボランティア協会
    問合せ 大阪市中央区谷町2-2-20-2階

TEL 06－6809－4901 FAX 06-6809-4902
mail  office@osakavol.org

〒569-1123 大阪府高槻市芥川町1丁目7

●申込/  公益社団法人 大阪自然環境保全協会
問合せ 大阪市北区天神橋1-9-13-202

    TEL  06-6242-8720 FAX  06-6881-8103
HP   http://www.nature.or.jp/index.htmlmail

office@nature.or.jp

申込はこちらから→
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《応募期間》
2024年4月26日（金）
必着（郵送のみ）

助成金インフォメーション
詳しくはそれぞれの助成元団体の

ホームページ募集要項をご確認ください

□地域での孤立に気づき、繋がり、見守る人材（つながりワーカー）養成および
実践活動助成第5回

長期化した新型感染症等の影響による地域での孤立に気づき、つながり、見守る人材（つながりワー
カー）を地域に増やしていくことを目的とする
《対象となる活動》

①地域で孤立する人に気づき、繋がり、見守る人材を養成する講座・研修の開催
②研修・講座の実践としてのサロン・見守り・相談支援等の活動・事業

《助成金額》
10万円

《応募方法》
  HPの「e応募」にアクセスし、必要事項を記入の上送信する。（郵送は不可）

《応募・問合せ先》
社会福祉法人 中央共同募金会 基金事業部 つながりワーカー養成および実践活動助成担当
〒100-0013 東京都千代田区霞が関3-3-2 新霞が関ビル5階
  TEL 03-3581-3846

HP https://www.akaihane.or.jp/subsidies/sub-problem-solving/35639/

助成金を受けている団体は、そろそろ報告書作成時期になりましたね。
助成期間の活動を振り返る良い機会でもあります。次年度のステップにす
るためにも大事なまとめになりますように！

今年1月に発生した能登半島地震に関する支援も始まっていますが、その物販購入や
運搬などに関する支援の助成金をご紹介します。

◇社会福祉法人中央共同募金会 「ボラサポ・令和6年能登半島地震」助成
◇公益財団法人日本財団 「令和6年能登半島地震に関わる支援活動NPO・ボランティア団体

への活動助成」
◇公益財団法人公益推進協会 「R6 能登半島地震 緊急支援基金」 など

□第36回 2024年度NHK厚生文化事業団地域福祉を支援する「わかば基金」
          地域に根ざした福祉活動を展開しているNPOやボランティアグループが、活動の幅を広げるための支援

《支援内容》
１、支援金部門
●国内のある一定の地域に福祉活動の拠点を設け、この支援金でより活動を広げたいというグループ
●1グループにつき、最高50万円
●20グループほどを予定
（活動例）・地域の高齢者や障がい当事者、生活困窮者などの日常生活を支援したり、さまざまな福祉

サービスの提供。(在宅か施設は問わない） など
２、PC・モバイル端末購入支援部門
●パソコンを利用して地域で活発な福祉活動に取り組んでおり、台数を増やすことで、より高齢
者や障がい者に役立ち、活動の充実を図れるグループ

●1グループにつき、最高１０万円を補助
●30グループほどを予定
（活動例） ・地域の高齢者や障がい当事者、生活困窮者などへのパソコン指導サービス など

《応募方法》 《応募・問合せ先》    
申請書を郵送(下記のHPよりダウンロード）                      NHK厚生文化事業団「わかば基金」係
※申請の際には、宛先に「わかば基金○○○部門」              〒150-0041 東京都渋谷区神南1-4-1
と記載すること                                                                        TEL 03-3476-5955

                                                                               HP https://www.npwo.or.jp/info/29443

 

《応募期間》
2024年3月11日（月）
必着（web申込のみ）

参考


